





化石群と年代に基づき 4 つの植生期に区分され，下位よりクリ林が優勢な時期（約 5300–4400 cal 
BP；縄文中期中葉～後葉），トチノキ林とクリ林期（約 4200 cal BP；後期前葉），エノキ属－ムク
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年代測定結果の集中に基づき，下宅部遺跡の遺構・遺物は S–1 期（約 5300～4800 cal BP；縄文中
期中葉），S–2 期（約 4800～4400 cal BP；縄文中期後葉），S–3 期（約 4500～3900 cal BP；縄文後
期初頭～前葉），S–4 期（約 3800～3300 cal BP；縄文後期中葉～後葉），S–5 期（約 3400～2800 cal 
BP；縄文晩期前葉～中葉）に区分された［工藤ほか，2007］。S–1 期と S–2 期はクルミ利用の痕跡が
顕著でクリ果実やナラガシワ果実などが出土し，S–2 期からトチノキ種子が利用され S–4 期に顕著
であり，S–3 期と S–4 期にはアカガシ－ツクバネガシ果実とクヌギ果実など多様な食料資源が出土






























することを目的に，縄文中期から晩期までの S–1 期～S–5 期の花粉分析を行った。また，花粉分析
試料の時期を明確にするため，新たに花粉試料と同層準から産出した大型植物遺体の 14C 年代測定
を行った。その結果，調査した花粉分析 16 試料のうち 9 試料で 14C 年代が得られた。
❶……………調査地点概要
　下宅部遺跡は狭山丘陵東端に位置し，発掘調査区は丘陵縁辺部，低地平坦部，河道・低湿地部か








道 1」と，河道 1 を不整合に覆う「河道 2」に区分される。河道 1 は縄文中期から晩期中葉に形成さ
れ，下部層は砂礫を主とする河川堆積物からなり，上層部はシルト層からなる。河道 2 は縄文晩期











　第 2 号クルミ塚は調査区Ⅰにおいて，河道 1 の流路 0（勝坂式～称名寺式期）の砂礫層とシルト
層に挟まれる有機物層中から出土したクルミ塚であり，約 2 万点を超えるクルミが出土している。
大きく北東部の集中と南西部の集中に分かれており，14C 年代測定の結果から，この 2 つのまとまり
は時期が異なることが判明している［工藤・国立歴史民俗博物館年代測定研究グループ，2006a］。
　花粉分析試料は，南西部集中の S131 ③ （p15；小文字の p は花粉試料番号）と，北東部集中の 3
①層（p16）から採取した。S131 ③ではすでに 2 点の 14C 年代測定が実施され，トチノキ種子で 4,110
±40 14C BP（TTHS–C12），ナラガシワ果実で 4,070±45 14C BP（TTHS–C13）の年代が得られてい
る。いずれも縄文時代中期後葉の年代である。南北ベルトの 3 ①層でも 14C 年代が得られており，サ
サゲ属炭化種子で 4,515±45 14C BP であった。これは縄文時代中期前葉から中葉の年代である［工
藤・国立歴史民俗博物館年代測定研究グループ，2006a］。
2）第4号トチ塚








　第 37 号編組製品は，第 11 号水場遺構の東側約 8 m の地点で出土した編組製品である。そのすぐ
隣の 50×50 cm の範囲からトチノキ種子やドングリ類の果実破片が高密度に集中して出土する箇所
があり，「第 37 号編組製品周辺堆積土」として発掘時に堆積物が取り上げられている。花粉分析試
料はこの周辺堆積土の S68 ③（p13）から採取した。第 37 号編組製品周辺堆積土では 2 点の 14C 年
代測定がすでに実施されており，S30 のオニグルミ核で 3,485±45 14C BP（TTHS–C20），S59 ①の
オニグルミ核で 3,480±45 14C BP（TTHS–C21）の年代が得られている。いずれも縄文時代後期中
葉の年代である［工藤・国立歴史民俗博物館年代測定研究グループ，2006a］。
4）第2号トチ塚
　第 2 号トチ塚は調査区Ⅱの河道 1 の左岸側を蛇行する流路 2（加曽利 B1～加曽利 B2 式期）堆積
物中から検出されたトチ塚である。堆積物は粗粒の砂とシルトからなる。後述の第 3 号トチ塚とは
約 4 m 離れて検出されている。花粉分析試料はトチ塚北側のブロックサンプル（p12）から採取し




　第 3 号トチ塚は調査区Ⅱの河道 1 の流路 2 堆積物中から検出されたトチ塚である。花粉分析試料
はトチ塚南側のブロックサンプル（p11）から採取した。第 3 号トチ塚では北側のブロックサンプ




　第 5 号トチ塚は調査区Ⅱの河道 1 の流路 2 の最下層から出土したものであり，細粒～中粒砂のシ
ルトが含まれる堆積物中から検出されている。花粉分析試料は第 5 号トチ塚のトチノキ種子を多量
に含むブロックサンプル S10 ①（p8）の堆積物から採取した。このサンプルのトチノキ種子で 3,280
±40 14C BP（TTHS–C23），3,315±40 14C BP（TTHS–C24）の年代が得られている。また，第 5 号
トチ塚覆土のトチノキ種子で 3,335±35 14C BP（TTHS–C31）の年代が得られており，いずれの年
代も縄文時代後期中葉に位置づけられる［工藤・国立歴史民俗博物館年代測定研究グループ，2006a］。
7）河道スタンダ ドーサンプルS25・S26
　S25・S26 は調査区Ⅰの第 11 号水場遺構およびその周囲を東西方向に切ったセクションから採取
した柱状スタンダードサンプルである。図 2 の右側にある大型の木材は，第 11 号水場遺構に関係す




























　S26 は第 11 号水場遺構より下流側に位置する堆積物の柱状サンプルであり，ここでは S26 ① （p4）
を分析試料とした。図 2 中の 3 層は有機質シルト層と有機物層と砂層が交互に堆積しており，斜線
部は有機物層である。3 層は河道 1 の晩期流路の堆積物であることから，S26 ①は河道 2 の堆積物
である S24 の直前に位置づけられる試料である。縄文時代晩期前葉から中葉（安行 3c 式期まで）と
推定される。
　S25 は第 11 号水場遺構と同時期と推定される縄文時代中期の堆積物（S25 ④・S25 ⑤）と，それ
を埋める縄文時代後期中葉の堆積物（S25 ③下部），さら河道 1 晩期流路（S25 ①，S25 ②，S25 ③
上部）から採取した柱状スタンダードサンプルである。本研究では，S25 ③上部（p5），S25 ③下部 
（p6），S25 ④ （p7a，p7b，p7）を花粉分析試料として採取した。S25 ③上部は S26 ①と同様に，河道
1 晩期流路の堆積物である。S25 ③下部の 9 層はかなり粗い砂礫層であり，やや強い流れのなかで
堆積した層である。河道 1 の縄文時代後期中葉の堆積物と推定される。S25 ④は 14 層の堆積物であ
り，黒色有機質シルト層からなる。この堆積物では上部（p7a）・中部（p7b）・下部（p7）の 3 層準
から花粉分析試料を採取した。河道 1 の縄文時代中期中葉の堆積物と推定される。9 層と 14 層は不
整合関係にある。また，S25 ④の時期を確かめるため，④下部から木材片を 14C 年代測定試料とし
て採取した。
8）河道スタンダ ドーサンプルS24
　S24 は調査区Ⅰの第 11 号水場遺構の下流側に位置する，河道 2 の柱状スタンダードサンプルであ
る（図 3）。河道 2 からは縄文時代晩期中葉の安行 3c 式・安行 3d 式の土器が出土することから，河
道 2 の堆積物は安行 3c 式以降の時期に形成されたものである［下宅部遺跡調査団，2006］。下宅部遺
跡の縄文時代の堆積物のなかでも，最後の段階に相当する。河道 2 は未分解の多量の有機物を含む





　花粉分析試料のうち，2 点について新たに 14C 年代測定を実施した。分析試料は河道 2 スタンダー
ドサンプル S24 の最上部にあたる 2 層の S24 ②と，河道スタンダードサンプル S25 のうち，第 1 号
クルミ塚とほぼ同時期の堆積物と推定された 14 層の S25 ④である。試料はいずれも堆積物ブロッ
クに含まれていた木材片である。
　2 点の 14C 年代測定試料は，「東村山市八国山たいけんの里」でブロックサンプルから採取した後，
国立歴史民俗博物館の年代測定資料実験室に持ち帰り，実体顕微鏡下で可能な限り混入物を除去し
た後，写真撮影を行った。次に，埋蔵中に生成・混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除去する







　乾燥した AAA 済の試料の CO2 化からグラファイト化までは（株）パレオ・ラボに委託し，同社
の加速器質量分析計（コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）で 14C 濃度の測定を行った（機関番号は
PLD）。
2）花粉分析
　花粉分析試料は，河道スタンダードサンプル S24・S25・S26 の 3 地点の 9 層準（p1～p6，p7a，p7b，
p7），第 5 号トチ塚（p8），第 3 号トチ塚 （p11），第 2 号トチ塚 （p12），第 37 号編組製品周辺土 
（p13），第 4 号トチ塚 （p14），第 2 号クルミ塚の 2 試料 （p15，p16）の 16 試料である（図 1）。
　花粉化石の抽出は，試料 0.5～3.5 g を秤量し体積を測定後に 10%KOH，傾斜法により粗い砂を除
去，48%HF，アセトリシス処理の順に処理を行った。また，HF 処理後の残差を生物顕微鏡で観察
し，無機物が多く相対的に花粉が少ない試料と，細粒な無機物粒子が多く同定に支障があると考え
られる試料については，HF 処理後に重液分離（比重 2.15 の臭化亜鉛）した。その結果，S24 と S26
を除く試料について重液分離を行った。重液分離で沈殿した残渣に花粉が含まれていないことを確
認した。プレパラート作製は，残渣を適量に希釈しタッチミキサーで十分撹拌後，マイクロピペッ




フル炉により 750̊C で 3 時間強熱し，強熱による減量を乾燥重量百分率で算出した。細粒微粒炭量




　S24 ②の木材の 14C 年代は 2,795±20 14C BP（PLD–18380）であった。IntCal09［Reimer et al.，2009］
による較正年代は 2σの範囲で 2,960～2,840 cal BP （95.4%）であり，おおよそ 2,900 cal BP 前後の
時期である。これは，縄文時代晩期中葉の年代に相当し，河道 2 の考古学的な年代観とも整合的で
ある。
　S25 ④の木材の 14C 年代は 4,410±25 14C BP（PLD–18381）であった。IntCal09 による較正年代は
2σの範囲で 5,220～5,200 cal BP（1.9%），5,050～4,870 cal BP（93.5%）である。これは，縄文時代
中期前葉から中葉の年代に相当し，隣接する第 11 号クルミ塚の 14C 年代［工藤・国立歴史民俗博物館
年代測定研究グループ，2006a，工藤ほか，2007］とも整合的であった。

































3層 S24③ p2 晩期中葉 － － － － －














－ － － － －
9層 S25③下部 p6 後期中葉？ － － － － －
14層上部 S25④ p7a 中期中葉 － － － － －
14層中部 S25④　 p7b 中期中葉 － － － － －






















































































－ S68③ p13 後期中葉 － － － － －











































































　出現した分類群は，樹木花粉 60 分類群，草本花粉 25 分類群，シダ植物胞子 2 分類群である（付
表 1–2）。分析試料の堆積部物の特徴と重量百分率組成を図 5 に，放射性炭素年代に基づき配列した
主要花粉分布図を図 6 に示す。出現率は，樹木は樹木花粉数，草本胞子は花粉胞子数を基数として







工藤ほか［2007］の遺構・遺物の 14C 年代測定結果の集中による S–1 期（縄文中期中葉），S–2 期（縄
文中期後葉），S–3 期（縄文後期初頭～前葉），S–4 期（縄文後期中葉～後葉），S–5 期（縄文晩期前
葉～中葉）の時期区分に基づき，花粉化石群の組成の特徴を以下に示す。
S–1期（中期中葉；約 5300～4800 cal BP）
　第 2 号クルミ塚 3 ①層（p16）と S25 ④（p7a，p7b，p7）試料が該当し，分析層準の 14C 年代は約
4,410 14C BP と約 4,515 14C BP，2 試料の較正年代の 2σ範囲は 5320～4870 cal BP である。分析試
料の堆積物の特性は，第 2 号クルミ塚はシルト質中粒砂であるため流水環境から比較的静穏な水域
の環境で堆積し，S25 ④の 14 層は有機質細粒砂質シルトからなり運搬営力の弱い比較的静穏な水域
環境の堆積物と考えられる。




部の S25 ④の 14 層上部（p7a）からアサが 0.4%（2 粒）（図 7）出現した。細粒微粒炭は S–1 期の下
部の第 2 号クルミ塚の p16 や S25 の 14 層下部の p7 で 584～757 mm2/cm3 と多く含まれるが，上部
では減少した。
S–2期（中期後葉；約 4800～4400 cal BP）
　第 2 号クルミ塚 S131 ③ （p15）が該当し，分析層準の 14C 年代は約 4070 14C BP と約 4110 14C BP，
2 試料の較正年代の 2σ範囲は 4800～4420 cal BP である。堆積物の特性は，シルト質中粒砂のため
流水環境から比較的静穏な水域環境の堆積物である。
　コナラ亜属が 46% と優占し，クリは S–1 期より減少するが 26% と比較的高率であった。他の分
類群は低率でクルミ属やエノキ属－ムクノキ属，キハダ属，アカガシ亜属などである。草本は稀で





































































































S–3期（後期初頭～前葉；約 4500～3900 cal BP）
　第 4 号トチ塚（p14）が該当し，分析層準の 14C 年代は約 3815 14C BP，較正年代の 2σ範囲は 4410
～4080 cal BP である。堆積物の特性は，極細粒砂質シルトからなり運搬営力の弱い比較的静穏な水
域環境の堆積物である。
　S–3 期は 4200 cal BP を境として S–3a 期と S–3b 期に細分できる可能性があり［工藤ほか，2007］，
その場合，分析を行ったのは S–3b 期に相当する。トチノキが 30% と高率を占め，クリとコナラ亜
属が 17％でそれに次ぎ，エノキ属－ムクノキ属の頻度がいく分増加した。他にカエデ属，クルミ属
などや針葉樹のスギが出現した。草本は低率であるが，アサが 1.2%（5 粒）検出された。細粒微粒
炭は 555 mm2/cm3 いく分多く含まれていた。
S–4期（後期中葉；約 3800～3300 cal BP）
　第 2 号トチ塚（p12），第 3 号トチ塚（p11），第 5 号トチ塚（p8），第 37 号編組製品周辺土（p13），
S25 ③下部 （p6）が該当し，分析層準の 14C 年代は約 3420～3315 14C BP，較正年代の 2σ範囲は約
3830～3400 cal BP である。堆積物の特性は，第 2･3･5 号トチ塚と第 37 号編組製品周辺は細粒砂質
シルトないしシルト質中～細粒砂からなり運搬営力の弱い流れの環境から比較的静穏な水域環境で




現した。クリは減少し S–4 期の後半には 1.3% と低率になり，アカガシ亜属は増加した。草本は低
率でクワ科－イラクサ科の頻度が相対的に高く，鞭虫卵も僅かに検出された。細粒微粒炭量は 75～
353 mm2/cm3 と少ない。
S–5期（晩期前～中葉；約 3400～2800 cal BP）
　この期の花粉組成は前半と後半で異なる。前半は S26 ①（p4），S25 ③上部（p5）が該当し，河
道 1 の堆積物で土器編年から縄文晩期前葉～中葉（3220～2730 cal BP）と推定される。後半は S24
② （p1）と S24 ③（p2），S24 ⑤（p3）が該当し，河道 1 を不整合に覆う河道 2 の堆積物である。縄
文晩期中葉（3050～2730 cal BP）の安行 3c・3d 式土器が出土し，S24 ②の 14C 年代が約 2795 14C 
BP，較正年代の 2σ範囲は 2960～2840 cal BP である。前半と後半の境の時期は明確でないが，土










は上部で 7.5% になるものの p2 からはクリ花粉塊が検出された。ムクロジ属は下部で約 5% 占める
が，上部では出現しない。草本は前半と同様に低率で，鞭虫卵が僅かに検出された。細粒微粒炭量



















クリ林が優勢な時期（約 4515～4070 14C BP（約 5300～4400 cal BP）；縄文中期中葉～後葉（S–1 期～S–2 期））
　縄文時代中期中葉～後葉にはクリ花粉が 26～44% と高率である。クリ花粉は，クリ林の周囲に落
葉広葉樹林が広がっている地点においては，樹木花粉比率はクリ純林内で 30％以上，林内に約 25 m
以上入った中央部で約 60% 以上を占め，クリ林から離れると急減し，風下側の樹冠縁から約 20 m













トチノキ林とクリ林期（約 3815 14C BP（約 4200 cal BP）：縄文後期前葉（S–3b 期））
　縄文時代後期前葉に河道の傍の植生は大きく変化した。つまり，縄文中期に河道の傍にあったク
リ林は縮小し，約 3815 14C BP （約 4200 cal BP）の後期前葉にはトチノキ林が分布していたと考え
















の散布範囲が狭いため，河道から約 200 m 以上離れた丘陵におけるクリ個体の分布は不明である。
クリ林の拡大期（約 3200～3000 cal BP：縄文晩期前葉～中葉（S–5 期前半））
　縄文時代晩期前葉～中葉になると再びクリ花粉の出現率が高くなる。S26 の 3 層ではクリ花粉は
24% と比較的高く，風媒受粉樹木のコナラ亜属は減少する。分析地点は 5 号トチ塚を除いては S–4








る。一方， S–4 期から S–5 期［工藤ほか，2007］に田中［2006］はモミ属花粉が増加した傾向がある
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とし 5 号トチ塚の北西約 20 m 地点ではモミ属は 30～58％と高率であったが，本研究で調査した試
料からは認められなかった。また，S–4 期から S–5 期からはモミ属の木材化石や大型植物化石は出
土していない。田中［2006］の花粉分析結果ではモミ属花粉の出現率が高い試料では，亜寒帯ない
し冷温帯に分布するトウヒ属やマツ属単維管束亜属，ツガ属の出現率が高くなる傾向がある。さら
に河道 1 の下位には部分的に河道 0 の最終氷期の堆積物が残っていることから，モミ属や他の亜寒
帯性針葉樹の多くは河道 0 からの誘導化石と考えられ，S–4 期から S–5 期の縄文後期末から晩期頃
にモミ属が拡大したわけではないであろう。
コナラ亜属とクマシデ属－アサダ属，カエデ属を主とする落葉広葉樹林期（約 3000～2800 cal BP：晩
期中葉（S–5 期後半））






























　河道傍のクリ林は S–3b 期以降に明らかに縮小し，S–4 期の後半には河道傍のクリ林が少なくな




































　アサ花粉は縄文中期中葉の S–1 期の S25 の 14 層から 0.4%（2 粒），後期前葉の S–3b 期の 4 号ト
チ塚から 1.1%（5 粒）と少量出現した。アサの分布を復元するために，アサ花粉の散布について調
査されている［吉川・工藤，2014］。それによると，アサは風媒花粉であるがアサの丈が 2～3 m と散
布源の高さが低く風の弱い場所で栽培されるため，大半の花粉は畑縁から 50 m 以内で落下し，土







あった場合は約 100 m 以上離れ，調査地点の風下側にあたる北から北西側については推定できない
が近接地にあった可能性はある。アサ畑の位置は，分析地点が畑の風上側にある場合は近傍の可能
性はあるが，そうでない場合は調査地点から離れた場所にあったと考えられる。
　アサ果実は千葉県南端の館山市沖ノ島遺跡で約 10000 cal BP の早期に果実が産出し［小林ほか，
2008；工藤ほか，2009］，鳥浜貝塚では縄文時代草創期にアサ縄類が出土しており［布目，1984］，花




範囲が狭く樹冠縁から約 10 m 以内に急減する［吉川ほか，2014］。花粉が全く検出されていないこと
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2層 3層 6層 3層 3層 - 9層 1層
　和　　名 　学　　名 p1 p2 p3 p4 p5 p8 p6 p11
樹　木
マキ属 Podocarpus – – 1 – – – – –
モミ属 Abies 2 1 3 3 1 2 5 3
ツガ属 Tsuga – 2 – 3 1 – 1 1
トウヒ属 Picea – 2 1 1 – – 1 –
マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Haploxylon – 1 – 1 – – – 1
マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 1 – – 1 – 2 2
マツ属（不明） Pinus（Unknown） – – – – – – 1 –
コウヤマキ属 Sciadopitys – 2 1 1 1 – – –
スギ Cryptomeria japonica（L.fil.）D.Don 10 10 6 6 14 3 5 8
イチイ科－ヒノキ科－イヌガヤ科（カヤ型） Taxaceae - Cupressaceae - Cephalotaxaceae（Torreya type） 4 2 7 5 4 14 – 19
他のイチイ科－ヒノキ科－イヌガヤ科 other Taxaceae - Cupressaceae - Cephalotaxaceae 4 5 7 4 10 1 1 6
ヤナギ属 Salix – – – – – – – 1
ヤマモモ属 Myrica – – – – – – – –
サワグルミ属 Pterocarya 1 1 1 1 – – – 2
クルミ属 Juglans 15 1 5 9 10 49 1 6
クマシデ属 Carpinus 16 3 10 1 1 – – 5
クマシデ属－アサダ属 Carpinus - Ostrya 39 45 43 3 5 8 3 27
ハシバミ属 Corylus – – – – – – 1 –
カバノキ属 Betula – 1 1 3 1 – 1 –
ハンノキ属 Alnus 2 2 4 – – – 1 5
ブナ Fagus crenata Blume – 1 1 – 2 – – –
イヌブナ Fagus japonica Maxim. 4 2 2 – 2 2 – 1
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 137 89 110 38 91 70 21 64
コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 13 26 39 28 43 38 8 8
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 27 45 84 78 26 5 – 7
シイノキ属 Castanopsis 2 4 3 1 1 1 – 3
ニレ属 Ulmus 2 1 – 1 1 2 – –
ケヤキ属型 Zelkova type 16 11 27 13 15 7 16 21
エノキ属－ムクノキ属 Celtis - Aphananthe 14 22 33 46 31 59 14 62
クワ属型 Morus type 1 1 5 2 5 11 – 4
ヤドリギ属 Viscum – – – – – – – –
カツラ属 Cericidiphyllum 1 1 1 – 1 – 1 1
サクラ属 Prunus – – 1 – – 1 – –
サンショウ型 Zanthoxylum pipericum type – – – – 1 – – –
他のサンショウ属 other Zanthoxylum 1 1 – 2 1 1 1 –
コクサギ属 Orixa 2 1 2 1 1 1 1
キハダ属 Phellodendron 1 – 1 3 1 1 1 –
ユズリハ属 Daphniphyllum 1 2 – – – 2 – 4
アカメガシワ属 Mallotus – – – – – – 1 –
ヌルデ Rhus javanica var. roxburghii（DC.）Rehder et Wils. – – – – 1 1 – 1
ニシキギ科 Celastraceae – – – – 1 – – –
ミツバウツギ属 Staphylea – – 1 – 1 – – –
カエデ属 Acer 25 21 17 7 39 16 3 19
トチノキ Aesculus turbinata Blume 5 11 8 34 22 35 17 29
ムクロジ属 Sapindus – 19 21 20 2 1 – 2
クロウメモドキ科 Rhamanaceae – – – – – – – –
ブドウ属 Vitis – – – – – – – 1
ツタ属 Parthenocissus 1 – 1 – 1 – – 1
シナナキ属 Tilia – 1 – – – –










2層 3層 6層 3層 3層 - 9層 1層
　和　　名 　学　　名 p1 p2 p3 p4 p5 p8 p6 p11
ツバキ属 Camellia – – 1 – – – 4 –
ウコギ科 Araliaceae – 1 1 1 1 – – 1
アオキ属 Aucuba 1 – – – 1 1 – 1
ミズキ属 Swida 1 – 1 – 1 3 – –
エゴノキ属 Styrax – – – – – – – –
イボタノキ属 Ligustrum – – – – – – – –
トネリコ属 Fraxinus 6 4 7 5 15 30 1 14
テイカカズラ属 Trachelospermum – – – – – – – –
ニワトコ属 Sambucus 2 – – – 1 – – –
ガマズミ属 Viburnum 3 17 1 – – –
スイカズラ属 Lonicera – – – – – – 1 –
草　本
ガマ属 Typha – – – – – – – 1
ヒルムシロ属 Potamogeton – – – – – – – –
イネ科 Gramineae 8 2 5 – 3 4 4 5
カヤツリグサ科 Cyperaceae 5 1 2 – – 2 1 5
キンコウカ属型 Narthecium type 11 – – – – – – –
シュロソウ属型 Veratrum type – – – – – – 17 2
アサ Cannabis sativa Linn. – – – – – – – –
カナムグラ Humulus japonica Sieb. et Zucc. – – – – 1 – – 2
アサ－カナムグラ Cannabis sativa - Humulus japonica – – – – – – –
クワ科－イラクサ科 Moraceae - Urticaceae 2 3 2 11 4 14 – 17
ギシギシ属 Rumex 1 – – – – 1 – –
イヌタデ属 Persicaria – 1 – – 1 – – –
アカザ科－ヒユ科 Chenopodiaceae - Amaranthaceae – – – – – – – 1
ナデシコ科 Caryophyllaceae – – – – – – – –
カラマツソウ属 Thalictrum – – – – – – – –
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 1 – 2 – – 1 – 1
アブラナ科 Cruciferae – – – – – – –
バラ科 Rosaceae 16 – – 1 1 4 1 1
マメ科 Leguminosae 3 5 2 1 – 4 – 1
ツリフネソウ属 Impatiens – – – – – – – –
セリ科 Umbelliferae 1 – – – 1 – – –
オオバコ属 Plantago – – – – – 1 – –
オミナエシ属 Patrinia – – – – – – – –
ヨモギ属 Artemisia 1 10 6 3 2 1 3 5
他のキク亜科 other Tubuliflorae – – – 1 – 1 1 –
タンポポ亜科 Liguliflorae – – – – – – – –
シダ植物
単条型胞子 Monolete spore 5 3 7 1 1 2 17 4
三条型胞子 Trilete spore – 1 2 – – – 1 –
他のパリノモルフ
寄生虫卵
鞭虫 Trichuris – 1 – 1 1 3 – 5
樹木花粉 Arboreal pollen 360 359 460 322 357 366 111 331
草本花粉 Nonarboreal pollen 49 22 19 17 13 33 27 41
シダ植物胞子 Fern spores 5 4 9 1 1 2 18 4
花粉・胞子数 Pollen and Spores 414 385 488 340 371 401 156 376
不明花粉 Unknown pollen 32 15 15 17 10 10 13 13
樹木花粉量（×103粒/cm3） 71.1 62.4 47.3 14.2 21.3 5.5 – 5.3















5層 3層 10層 14層上 14層中 14層下 3①層
　和　　名 　学　　名 p12 p13 p14 p15 p7a p7b p7 p16
樹　木
マキ属 Podocarpus – – – – – – – –
モミ属 Abies – 1 – 2 2 1 1 –
ツガ属 Tsuga 3 2 – 3 1 1 4 1
トウヒ属 Picea – 1 1 1 3 – – –
マツ属単維管束亜属 Pinus subgen. Haploxylon – – 1 – – – – 1
マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 2 – 1 – 2 – – 1
マツ属（不明） Pinus（Unknown） – – – – – – – –
コウヤマキ属 Sciadopitys 1 1 1 2 – – – 1
スギ Cryptomeria japonica （L.fil.）D.Don 10 8 11 9 4 2 6 13
イチイ科－ヒノキ科－イヌガヤ科（カヤ型）
Taxaceae - Cupressaceae - Cephalotaxaceae 
（Torreya type）
5 3 4 – 1 1 3 –
他のイチイ科－ヒノキ科－イヌガヤ科 other Taxaceae - Cupressaceae - Cephalotaxaceae 3 4 8 – 2 3 4 2
ヤナギ属 Salix – – 1 – – 1 – –
ヤマモモ属 Myrica – 1 – – – – – –
サワグルミ属 Pterocarya 2 – 2 – 1 – – 1
クルミ属 Juglans 26 16 11 13 20 10 21 17
クマシデ属 Carpinus 1 3 4 1 – – –
クマシデ属－アサダ属 Carpinus - Ostrya 9 11 4 2 – 1 1 13
ハシバミ属 Corylus – 1 1 – – – 1 –
カバノキ属 Betula 1 1 1 3 1 – – 1
ハンノキ属 Alnus 4 2 3 1 1 1 – 4
ブナ Fagus crenata Blume 2 1 1 – 3 – 1 8
イヌブナ Fagus japonica Maxim. – 1 1 1 1 1 2 3
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 47 59 63 160 117 67 110 82
コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 5 15 3 9 3 8 11 9
クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 33 11 64 92 112 118 155 173
シイノキ属 Castanopsis 4 4 4 2 3 4 3 3
ニレ属 Ulmus – 3 5 2 4 1 1 2
ケヤキ属型 Zelkova type 9 14 5 5 6 6 2 2
エノキ属－ムクノキ属 Celtis - Aphananthe 35 68 24 9 12 12 14 13
クワ属型 Morus type 1 – 1 – – – – –
ヤドリギ属 Viscum – – 1 – – – 1 –
カツラ属 Cericidiphyllum – – – – 1 – – –
サクラ属 Prunus – 1 1 1 – – – –
サンショウ型 Zanthoxylum pipericum type 3 1 – – – – – –
他のサンショウ属 other Zanthoxylum – – 1 – – – 1 –
コクサギ属 Orixa 2 – 1 – – 1 1 1
キハダ属 Phellodendron – 1 2 14 8 6 4 13
ユズリハ属 Daphniphyllum 1 – 1 – – – – –
アカメガシワ属 Mallotus 1 1 – – – – – –
ヌルデ Rhus javanica var. roxburghii （DC.）Rehder et Wils. – 1 1 1 9 7 7 16
ニシキギ科 Celastraceae – – 1 – 1 – 1 1
ミツバウツギ属 Staphylea 1 1 1 – 1 – – –
カエデ属 Acer 12 22 14 8 11 2 2 9
トチノキ Aesculus turbinata Blume 31 54 112 4 6 – 1 –
ムクロジ属 Sapindus 3 2 1 – – – 1 –
クロウメモドキ科 Rhamanaceae 2 – 4 1 – – 1 2
ブドウ属 Vitis – 2 1 – – – – 1
ツタ属 Parthenocissus 1 – 1 – 9 – 1 5
シナナキ属 Tilia – – – – – – – –















5層 3層 10層 14層上 14層中 14層下 3①層
　和　　名 　学　　名 p12 p13 p14 p15 p7a p7b p7 p16
ツバキ属 Camellia – – – 1 – – – –
ウコギ科 Araliaceae – – – – 2 2 1 3
アオキ属 Aucuba – – – 1 – – – –
ミズキ属 Swida – – – 1 1 – 1 1
エゴノキ属 Styrax – 1 – – – – – –
イボタノキ属 Ligustrum – 1 – – – 6 3 1
トネリコ属 Fraxinus 6 9 5 2 17 4 7 7
テイカカズラ属 Trachelospermum 1 1 1 – – – – –
ニワトコ属 Sambucus – 1 1 1 1 – – –
ガマズミ属 Viburnum – – – – – – – –
スイカズラ属 Lonicera – – – – – – 1 –
草本 　
ガマ属 Typha – – – – – – – 1
ヒルムシロ属 Potamogeton – – – – – 1 – –
イネ科 Gramineae 10 8 10 3 25 8 6 8
カヤツリグサ科 Cyperaceae – 2 10 1 13 5 2 2
キンコウカ属型 Narthecium type – – – – – – – –
シュロソウ属型 Veratrum type – – – – – – – –
アサ Cannabis sativa Linn. – – 5 – 2 – – –
カナムグラ Humulus japonica Sieb. et Zucc. 1 1 4 – 1 5 – 1
アサ－カナムグラ Cannabis sativa - Humulus japonica – 1 3 1 – – – –
クワ科－イラクサ科 Moraceae - Urticaceae 5 3 6 – 5 – 2 1
ギシギシ属 Rumex – – – – – – 1 –
イヌタデ属 Persicaria – – – – 1 1 1 –
アカザ科－ヒユ科 Chenopodiaceae - Amaranthaceae – 1 – 2 – 1 – 3
ナデシコ科 Caryophyllaceae – – – – – – 1 –
カラマツソウ属 Thalictrum – – – 1 – 1 1 1
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 2 1 2 1 3 – 1
アブラナ科 Cruciferae 1 – 1 – – – – 1
バラ科 Rosaceae – – 1 – – 1 – –
マメ科 Leguminosae – – 1 – 25 – – –
ツリフネソウ属 Impatiens – – 1 – 1 – – –
セリ科 Umbelliferae 2 – – 1 – – 1 –
オオバコ属 Plantago – – – – – – – –
オミナエシ属 Patrinia 1 – – 1 – – – –
ヨモギ属 Artemisia 5 11 4 7 16 7 6 17
他のキク亜科 other Tubuliflorae 1 1 – – 1 1 – –
タンポポ亜科 Liguliflorae – 1 – – – – – 1
シダ植物
単条型胞子 Monolete spore 10 2 2 4 – 2 1 4
三条型胞子 Trilete spore 1 1 3 4 1 4 4 4
他のパリノモルフ
寄生虫卵
鞭虫 Trichuris 1 – – 1 – – – –
樹木花粉 Arboreal pollen 269 333 375 354 366 266 374 410
草本花粉 Nonarboreal pollen 28 30 46 19 91 34 21 37
シダ植物胞子 Fern spores 11 3 5 8 1 6 5 8
花粉・胞子数 Pollen and Spores 308 366 426 381 458 306 400 455
不明花粉 Unknown pollen 42 26 35 18 18 18 18 27
樹木花粉量（×103粒 /cm3） 3.5 4.8 20.1 10.7 11.7 12.1 19.1 10.2
細粒微粒炭量（mm2/cm3） 353 172 555 307 169 454 584 757
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Vegetation history, use of plant resources, and the distribution of Cannabis sativa and Toxicodendron 
vernicifluum during the middle to final Jomon periods at the Shimo-yakebe site were studied by analyz-
ing fossil pollen assemblages and using radiocarbon dating. Five vegetation stages were established on 
the basis of the composition of tree pollen assemblages and radiocarbon dating. The vegetation stages 
were as follows: superiority of the Castanea crenata forest (ca. 5300–4400 cal BP), the Aesculus turbinata 
forest and the Castanea crenata forest (ca. 4200 cal BP), the Celtis-Aphananthe and Aesculus turbinata 
forest (ca. 3800–3400 cal BP), expansion of the Castanea crenata forest (ca. 3300–3200 cal BP), and 
deciduous broad-leaved forests such as Quercus subgen. Lepidobalanus, Carpinus-Ostrya, and Acer (ca. 
3000–2800 cal BP). The Castanea crenata forest was formed by the side of a river in the middle phase of 
the middle Jomon period, and it was actively occupied by the Jomon people. During the early to middle 
phase of the late Jomon period, it was estimated that the distribution of the river-side Castanea crenata 
forest was progressively decreased by use of timber, and afterwards, the Aesculus turbinata forest was 
expanded. At the side of the river, the distribution of Castanea crenata trees decreased in the late phase 
of the late Jomon period, but the Castanea crenata forest expanded again in the early phase of the final 
Jomon period. It was presumed that Cannabis sativa was cultivated in and around the site during the 
middle to late Jomon periods. Toxicodendron vernicifluum timbers have been excavated from the Shimo-
yakebe site at the early to middle phase of late Jomon period; however, it seems that male Toxicodendron 
vernicifluum trees were not distributed in this site at that time because of the absence of Toxicodendron 
vernicifluum pollen.
Key words: Castanea crenata forest and Aesculus turbinata forest, fossil pollen assemblage, middle to 
final Jomon periods, plant utilization, radiocarbon dating
Vegetation History and Use of Plant Resources  
in the Middle to Final Jomon Periods that were Reconstructed Using  
Pollen Fossils and Radiocarbon Dates at the Shimo-yakebe Site, Tokyo
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